
- 第 3 回 人文知応援大会-

レジリエントな
人類の進化と歴史から学ぶ

要事前申込要事前申込

総合地球環境学研究所  所長
1952年東京都生まれ。京都大学理学部卒、同大学院理学研究科
博士後期課程単位取得退学。理学博士。日本モンキーセンター研
究員、京都大学霊長類研究所助手、同大学院理学研究科教授、理
学研究科長、理学部長、京都大学総長を経て現在に至る。国際霊
長類学会会長、国立大学協会会長、日本学術会議会長を歴任。

河瀨 直美
映画作家

故郷奈良を拠点に映画を創り続け
る。一貫したリアリティの追求によ
る作品創りは、国内外で高い評価
を受ける。最新作は2022年6月に
公開された「東京2020オリンピッ
クSIDE A/SIDE B」2025年大阪・
関西万博テーマ事 業プロデュー
サー（シニアアドバイザー兼務）、
ユネスコ親善大使を務める。

草野 満代
フリーアナウンサー

1989年から1997年までNHKでアナウンサーと
して活躍。「NHKモーニングワイド」、「NHK サン
デースポーツ・サタデースポーツ」、「紅白歌合
戦」などを担当。NHK以外では、TBS「筑紫哲
也 NEWS23」、TBS「第39回輝く日本レコード大
賞」などのキャスター・司会を務めた。現在は、
ニッポン放送「健康あるあるワンダフォー」な
どで活躍している。環境省地球いきもの応援
団、総務省年金業務監視委員会、国土交通省
社会資本整備審議会委員、公益財団法人日
本スポーツ協会副会長なども務める。

日本大学 常務理事
特定非営利活動法人ウッドデッキ
代表理事

東芝総合研究所にて半導体研究
開発を担当、理学博士。カナダダ
ルハウジー大学ポストドク、東芝
研究開発センター技術管理部門
長、科学技術振興機構副理事を経
て、2022年10月より現職。この他、
内閣府STEM Girls Ambassador、
日本学術会議第24期副会長。

渡辺 美代子 伊藤 公平
慶應義塾長

1965年生まれ。1989年慶應義塾
大学理工学部計測工学科卒業。
1994年カリフォルニア大学バーク
レー校工学部 Ｐｈ．Ｄ取得。助手、
専任講師、助教授を経て2007年
慶 應 義 塾 大 学 理 工 学 部 教 授 。
2017年～2019年同理工学部長・
理工学研究科委員長。日本学術
会議会員。2021年5月慶應義塾長
に就任。専門は固体物理、量子コ
ンピュータ等。
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山極  壽一
〈基調講演〉

中島 さち子
音楽家　数学研究者
STEAM教育者

（株）steAm 代表取締役、（一社）ste
AmBAND代表理事、大阪・関西万
博テーマ事業プロデューサー、内閣
府STEM Girls Ambassador、東京
大学大学院数理科学研究科特任
研究員。国際数学オリンピック金メ
ダリスト。音楽数学教育と共にアー
ト＆テクノロジーの研究も進める。
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人類はいま温暖化、ロシアによるウクライナ侵攻に端を発した国際関係の揺らぎ、感染
症の蔓延などの深刻な問題に直面しています。
しかしこれらの複雑で相互に絡み合った課題に対し、その場しのぎの措置で辛うじて最
悪の事態を避けているだけで、明るい先の見通しが立てられていません。
このような時こそ、我 は々、過去から積み上げて来た「人文知」、とりわけ人類が進化の
過程で直面した危機にどのように対応し、成功し、失敗したかに関する知を学び直すこ
とで、明るい未来をつくるのに必要なレジリエンスについて論ずることができるのではな
いでしょうか。
それは何であるか、人類が今後文明を運営していく上でどこに重点をおくべきかについ
て、さまざまな角度から論ずることが本大会の目的です。 

第３回 人文知応援大会実行委員長　近藤  誠一
（人文知応援フォーラム代表理事・元文化庁長官）

大 会 趣旨

13:30 開 会 挨 拶

14:25～14:50 休憩

大原謙一郎 （人文知応援フォーラム代表理事）

木部　暢子 （人間文化研究機構機構長）

16:50～17:00 閉 会 挨 拶 近藤　誠一 （人文知応援フォーラム代表理事）

大会宣言採択

13:40～14:25
「人類はどこで間違えたのか？ ～進化と歴史から学ぶ～」

山極 壽一   （総合地球環境学研究所  所長）

基 調 講 演

総合司会：草野  満代 （フリーアナウンサー、人文知応援フォーラム理事）大会プログラム

14:50～16:50
「レジリエントな未来に向けて ～人類の進化と歴史から学ぶ～」

パネル討論

 〈コーディネーター〉 渡辺美代子 （日本大学常務理事、特定非営利活動法人ウッドデッキ代表理事）

 〈パネリスト〉 伊藤　公平 （慶應義塾長）

  河瀨　直美 （映画作家）

  中島さち子 （音楽家、数学研究者、STEAM教育者）

  山極　壽一 （総合地球環境学研究所  所長）

ウェブサイト https://www.nihu.jp/ja/event/�������� 

お問合せ先 大学共同利用機関法人人間文化研究機構
本部事務局研究企画課広報・社会連携係
TEL：��-����-����

大会終了後に懇親会（��:��～��:��、定員��名）を開催します。
人文知応援大会にお申し込みいただいた方に、人文知応援フォーラムからご案内を差し上げます。【同日開催】  懇親会のご案内


